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ご
あ
い
さ
つ

　

滋
賀
県
で
は
春
祭
り
を
盛
大
に
行
な
う
地
域
が
多
く
、
華
や
か
に
装
飾
し
た
曳
山
が
巡
行
す
る
様
子
を
各
地
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

愛
荘
町
・
軽
野
神
社
（
堅
井
之
大
宮
）
の
春
季
大
祭
で
も
近
隣
の
集
落
氏
子
に
よ
り
九
基
の
曳
山
が
出
て
町
内
を
巡
行
し
ま
す
。
こ
の
曳

山
の
背
面
に
飾
ら
れ
る
見
送
幕
に
は
、
虎
や
孔
雀
・
獅
子
な
ど
が
刺
繍
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
祭
り
を
絢
爛
豪
華
に
彩
り
ま
す
。

　

本
展
覧
会
で
は
堅
井
之
大
宮
春
季
大
祭
で
用
い
ら
れ
る
見
送
幕
や
近
江
の
見
送
幕
を
中
心
に
展
示
し
、
あ
わ
せ
て
祭
り
の
様
子
を
解
説

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
修
理
し
た
屋
台
幕
と
修
理
に
用
い
た
道
具
類
を
展
示
し
、
勇
壮
な
祭
り
を
飾
る
美
し
い
刺
繍
が
で
き
る
ま
で
の
様

子
と
、
そ
の
裏
で
活
躍
す
る
刺
繍
職
人
達
の
仕
事
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

令
和
三
年
一
〇
月	

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館
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例

一
、
本
図
録
は
令
和
三
年
一
〇
月
二
三
日
（
土
）
か
ら
一
二
月
一
二
日
（
日
）
ま
で
を
会
期
と
し

て
愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館
に
お
い
て
開
催
し
た
令
和
三
年
度
秋
季
特
別
展
「
祭
り
の
刺

繍　

‐
見
送
幕
と
職
人
の
手
仕
事
‐
」
の
展
示
作
品
図
録
で
あ
る
。

一
、
展
覧
会
の
企
画
・
構
成
・
図
録
の
編
集
は
愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館
学
芸
員 

西
連
寺
匠

が
行
い
、
同
学
芸
員　

三
井
義
勝
・
山
本
剛
史
が
補
佐
し
た
。

一
、
本
書
は
展
示
資
料
の
す
べ
て
を
掲
載
し
た
も
の
で
は
な
い
。

一
、
本
図
録
掲
載
の
写
真
に
つ
い
て
、
９
～
10
頁
、
20
頁
下
段
、
27
頁
下
段
、
30
頁
、
37
頁
に
つ

い
て
は
当
館
学
芸
員
西
連
寺
が
撮
影
し
、
そ
れ
以
外
の
記
載
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
辻
村

耕
司
氏
（
辻
村
写
真
事
務
所
）
が
撮
影
し
た
。
ま
た
、
32
頁
～
36
頁
の
写
真
に
つ
い
て
は
巻

末
に
記
す
各
位
の
提
供
を
受
け
た
。

一
、
所
蔵
に
つ
い
て
、
個
人
蔵
の
も
の
に
つ
い
て
は
記
載
を
省
略
し
た
。

一
、
本
展
開
催
に
あ
た
り
、
展
示
資
料
を
出
陳
い
た
だ
い
た
所
蔵
者
の
ほ
か
、
各
位
の
協
力
を
得

た
。
巻
末
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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現
在
は
四
月
中
旬
の
休
日
に
合
せ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

ヨ
ミ
ヤ
で
は
各
字
が
太
鼓
や
鉦か
ね

を
鳴
ら
し
な
が
ら
軽
野
神
社
へ
向
か
う
ヨ
ミ
ヤ
ワ

タ
リ
が
あ
り
、
ホ
ン
ビ
で
は
見
送
幕
を
は
じ
め
、
花
や
提
灯
な
ど
で
飾
ら
れ
た
曳
山

が
宮
入
り
を
行
な
う
。
二
〇
二
〇
年
か
ら
本
年
に
か
け
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
春
季
大
祭
は
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
本
展
覧
会
開
催
に
あ

た
り
直
近
の
祭
り
の
例
を
話
者
に
伺
っ
た
。

（
２
）
祭
礼
組
織

①
当
番
字

　

軽
野
神
社
の
氏
子
圏
の
集
落
で
は
「
渡
り
当
番
字
」
と
い
う
、
年
番
制
で
神
社
の

守
を
一
年
間
行
な
う
字
が
決
ま
っ
て
い
る
。
当
番
は
深
草
―
円
城
寺
―
岩
倉
―
松
尾

寺
（
松
尾
寺
北
・
南
）
―
常
安
寺
―
東
出
―
西
出
―
斧
磨
―
竹
原
の
順
で
回
っ
て
お

り
、
二
〇
二
一
年
は
深
草
が
当
番
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
番
字
は
年
間
の
神
社
の
奉
仕
の
ほ
か
、
新
嘗
祭
で
奉
納
す
る
米
を
作
る
神
饌
田

を
準
備
す
る
。
神
饌
田
は
字
内
の
上
質
な
田
か
ら
選
ば
れ
、
女
性
は
神
饌
田
に
入
れ

な
い
な
ど
古
く
か
ら
の
慣
習
が
現
在
で
も
残
り
、
厳
し
く
管
理
さ
れ
る
。

　

当
番
字
は
春
祭
り
で
中
心
的
な
役
割
を
持
ち
、
宮
入
り
の
際
に
当
番
字
の
曳
山
が

先
頭
に
立
っ
て
他
の
字
を
率
い
る
。
ま
た
、
当
番
字
は
曳
山
の
ほ
か
に
芸
山
も
準
備

す
る
。
芸
山
は
舟
の
形
を
し
た
舞
台
状
の
山
車
で
、
昭
和
後
期
で
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
を

改
装
し
て
作
っ
て
い
た
。
当
番
字
が
準
備
し
た
演
者
が
芸
山
の
上
で
歌
や
芸
能
を
披

露
し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
近
年
で
は
芸
能
殿
が
軽
野
神
社
境

内
に
建
て
ら
れ
た
た
め
、
芸
山
の
上
で
の
演
芸
は
な
く
な
っ
た
。

一
　
堅か
た

井い

之の

大お
お

宮み
や

春
季
大
祭

　

堅
井
之
大
宮
春
季
大
祭
は
四
月
中
旬
に
旧
秦
荘
地
区
の
氏
子
集
落
に
よ
っ
て
行
な

わ
れ
る
祭
り
で
、
曳
山
が
堅
井
之
大
宮
周
辺
を
巡
行
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
本
展

覧
会
で
展
示
し
た
見
送
幕
も
そ
の
曳
山
の
背
面
を
飾
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿

で
は
堅
井
之
大
宮
春
季
大
祭
で
の
各
字
の
様
子
を
紹
介
す
る
。

（
１
）
軽か
る

野の

神
社
（
堅
井
之
大
宮
）
の
概
要

　

軽
野
神
社
は
愛
荘
町
大
字
岩
倉
に
鎮
座
す
る
神
社
で
あ
る
。
本
殿
は
町
文
化
財

と
し
て
指
定
さ
れ
、
本
殿
縁
高
欄
擬
宝
珠
の
銘
に
は
「
春
日
大
明
神　

宝
永
二

年
」
と
あ
り
、
建
築
様
式
と
も
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
本
殿
は
宝
永
二
年

（
一
七
〇
五
）
に
完
成
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
春
日
神
社
と

称
し
て
お
り
、
明
治
初
期
に
軽
野
神
社
と
改
称
さ
れ
た
。
町
内
に
は
大
字
蚊
野
に
も

軽
野
神
社
が
存
在
す
る
が
、
岩
倉
の
軽
野
神
社
は
別
称
の
堅
井
之
大
宮
と
呼
ば
れ

る
こ
と
が
多
い
。

　

祭
神
は
開
花
天
皇
の
皇
子
に
あ
た
る
袁
邪
本
王
、
日
子
坐
王
を
祀
っ
て
い
る
。
氏

子
地
域
は
深ふ
こ

草そ

、
円
城
寺
、
岩
倉
、
松
尾
寺
（
北
・
南
）、
常
安
寺
、
東
出
、
西
出
、

斧よ
き

磨と
ぎ

、
竹
原
の
九
ヵ
字
に
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
字
に
も
氏
神
が
存
在
し
、
二

重
氏
子
と
な
っ
て
お
り
、
集
落
の
住
人
は
堅
井
之
大
宮
の
祭
り
と
字
ご
と
の
神
社
の

祭
り
の
そ
れ
ぞ
れ
に
奉
仕
・
参
加
し
て
い
る
。

　　

堅
井
之
大
宮
春
季
大
祭
は
ヨ
ミ
ヤ
（
宵
宮
）
と
ホ
ン
ビ
（
本
日
）
に
分
か
れ
る
。

三
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
は
四
月
一
九
日
に
ヨ
ミ
ヤ
、
二
〇
日
に
ホ
ン
ビ
を
し
て
い
た
が
、
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（
３
）
堅
井
之
大
宮
春
季
大
祭

①
ヨ
ミ
ヤ
（
宵
宮
）

　

四
月
中
旬
の
土
曜
日
、
各
字
の
若
衆
は
夕
方
頃
か
ら
公
民
館
や
字
の
氏
神
社
境
内

な
ど
に
集
ま
り
、
太
鼓
や
鉦
を
囃
し
な
が
ら
ヨ
ミ
ヤ
ワ
タ
リ
の
準
備
を
進
め
る
。

　

午
後
七
時
頃
、
当
番
字
が
初
め
に
宮
入
り
を
行
う
。
拝
殿
に
て
当
番
字
の
区
長
が

参
拝
し
金
幣
を
受
け
取
る
と
「
ヨ
ー
イ
ヤ
セ
ー
ノ
」
と
い
う
掛
け
声
と
共
に
ヨ
ミ
ヤ

ダ
イ
コ
を
曳
い
て
境
内
中
央
に
設
置
さ
れ
た
篝
火
の
周
囲
を
勢
い
よ
く
回
る
。
そ
の

あ
と
に
続
い
て
到
着
し
た
順
に
宮
入
り
を
行
い
、
同
様
に
参
拝
し
篝
か
が
り

火び

の
周
囲
を
回

る
こ
と
を
繰
り
返
す
。

　

す
べ
て
の
字
が
宮
入
り
を
終
え
る
八
時
頃
に
な
る
と
、
祭
典
が
執
り
行
わ
れ
る
。

祭
典
に
は
宮
司
・
役
員
・
各
字
の
区
長
・
宮
世
話
会
の
カ
シ
ラ
が
参
加
し
、
祝
詞
の

奏
上
や
玉
串
奉
奠
な
ど
の
神
事
を
す
る
。
そ
の
後
、
宮
司
が
宮
入
の
遅
い
順
に
各
字

の
役
員
に
金
幣
を
渡
し
て
い
く
。
役
員
が
受
け
取
っ
た
金
幣
は
各
字
の
区
長
、
宮
世

話
会
の
カ
シ
ラ
へ
と
渡
さ
れ
て
い
く
。
神
事
が
終
わ
る
と
、
役
員
達
は
拝
殿
か
ら
参

拝
殿
に
移
動
す
る
。
こ
の
時
、
各
字
の
若
衆
が
太
鼓
や
鉦
を
一
斉
に
囃
す
。
参
拝
殿

か
ら
全
員
が
退
出
す
る
と
祭
典
が
終
了
と
な
り
、
篝
火
を
消
し
て
ヨ
ミ
ヤ
が
終
了
と

な
る
。

②
ホ
ン
ビ

　

二
日
目
の
午
前
一
一
時
頃
、
堅
井
之
大
宮
拝
殿
に
宮
司
や
各
字
の
区
長
が
集
ま
り

祭
典
を
行
う
。
献
饌
・
祝
詞
の
奏
上
・
玉
串
奉
奠
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
。

　

正
午
頃
に
な
る
と
各
字
の
曳
山
が
堅
井
之
大
宮
に
向
か
う
。
堅
井
之
大
宮
の
北
側

②
宮
世
話
会

　

各
字
に
は
祭
り
の
運
営
を
中
心
に
な
っ
て
行
な
う
組
織
が
あ
る
。
多
く
の
場
合
は

宮
世
話
会
と
呼
ば
れ
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
誠
徳
会
（
松
尾
寺
）・
敬
神
会
（
常

安
寺
）・
若
衆
（
西
出
・
斧
磨
・
竹
原
）
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

宮
世
話
会
は
各
字
の
氏
子
、
一
三
歳
（
元
服
）
か
ら
三
〇
代
前
半
ま
で
を
参
加
者

と
し
て
い
る
。
年
長
者
の
中
で
も
代
表
者
と
な
る
数
名
は
カ
シ
ラ
と
呼
ば
れ
、
全
体

の
指
揮
に
あ
た
る
ほ
か
、
頭
か
し
ら

会か
い

と
い
う
祭
り
の
運
営
方
針
な
ど
重
要
事
項
を
決
定
す

る
会
議
に
参
加
す
る
。
ま
た
、宮
世
話
会
の
O
B
は
兄
若
衆
（
兄
若
い
衆
）と
呼
ば
れ
、

相
談
役
と
し
て
助
言
を
行
な
う
。

　

宮
世
話
会
の
入
会
は
学
年
で
は
な
く
年
齢
が
一
三
歳
に
な
っ
た
時
点
で
の
参
加
と

な
り
、
同
じ
学
年
で
も
入
っ
た
日
が
早
い
順
で
先
輩
・
後
輩
の
立
場
と
な
る
。
昭
和

の
終
わ
り
頃
ま
で
は
入
会
の
際
に
親
や
世
話
人
な
ど
の
後
見
人
を
立
て
、
宮
世
話
会

の
年
長
者
に
入
会
の
伺
い
を
立
て
な
け
れ
ば
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
域
も
あ
っ

た
。
ま
た
、
か
つ
て
は
入
会
時
に
年
長
者
か
ら
宮
世
話
会
の
精
神
を
説
か
れ
、
会
則

や
礼
節
を
守
る
こ
と
を
誓
う
な
ど
厳
し
い
入
会
の
作
法
が
あ
っ
た
と
い
う
。
宮
世
話

会
に
入
会
す
る
と
一
人
前
の
大
人
と
し
て
扱
わ
れ
、
先
輩
か
ら
山
車
の
組
み
方
や
太

鼓
の
音
頭
な
ど
を
教
わ
る
と
と
も
に
礼
儀
作
法
な
ど
も
教
育
さ
れ
る
。

　

現
代
で
は
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
入
会
の
作
法
は
な
く
な
っ
た
が
、
祭
り
と
な
る
と

兄
弟
の
よ
う
に
面
倒
を
見
る
慣
習
は
現
在
で
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

4
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の
辻
は
「
宮
下
の
辻
（
森
下
の
辻
）」
と
呼
ば
れ
、
そ
こ
に
各
字
の
曳
山
と
芸
山
が

集
う
。
ま
た
、
曳
山
行
列
の
前
を
歩
く
先
導
・
露
払
・
社
旗
・
鉾
・
大
榊
・
稚
児
・

宮
司
と
い
っ
た
役
職
も
集
合
し
整
列
す
る
。

　

こ
の
と
き
、当
番
字
は
各
字
に
酒
を
持
っ
て
挨
拶
に
行
く
。
宮
入
で
は
曳
山
を
走
っ

て
曳
く
た
め
、
か
な
り
の
速
度
で
宮
下
の
辻
を
曲
が
る
こ
と
に
な
る
。
過
去
に
は
死

者
も
出
て
お
り
、
ま
た
出
発
時
間
や
宮
入
の
順
番
で
も
め
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
激
し
い
祭
り
で
あ
る
た
め
、
事
前
の
挨
拶
で
互
い
に
協
力
し
あ
う
こ
と
が
欠
か

せ
な
い
の
だ
と
い
う
。

　

午
後
一
時
頃
に
な
る
と
、
宮
入
り
が
開
始
さ
れ
る
。
先
導
行
列
が
宮
下
の
辻
よ
り

出
発
し
、
堅
井
之
大
宮
に
向
か
い
、
各
字
の
芸
山
と
曳
山
が
こ
れ
に
続
く
。
こ
こ
で

も
当
番
字
の
曳
山
が
は
じ
め
に
宮
入
り
を
し
、
金
幣
を
拝
殿
に
納
め
る
と
、
ヨ
ミ
ヤ

の
篝
火
の
あ
た
り
で
曳
き
ま
わ
し
、
所
定
の
位
置
に
停
め
る
。
そ
の
後
に
続
い
て
他

の
字
も
続
い
て
宮
入
り
し
、
そ
れ
ぞ
れ
順
番
に
金
幣
を
納
め
て
い
く
。
こ
の
間
、
宮

入
り
と
平
行
し
て
稚
児
に
よ
る
献
饌
や
玉
串
奉
奠
・
祝
詞
奏
上
が
行
な
わ
れ
る
。

　

午
後
三
時
頃
に
な
る
と
芸
能
殿
で
当
番
字
の
若
衆
に
よ
る
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後

歌
謡
曲
や
漫
才
な
ど
の
芸
能
が
奉
納
さ
れ
る
。
芸
能
殿
は
近
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
以
前
は
芸
山
の
上
で
披
露
さ
れ
て
い
た
。

　

午
後
四
時
半
頃
に
な
る
と
責
任
役
員
・
総
代
・
当
番
字
の
若
衆
の
カ
シ
ラ
が
拝
殿

に
上
が
り
、
宮
司
に
よ
っ
て
祝
詞
奏
上
が
行
な
わ
れ
、
祭
礼
が
終
了
し
た
こ
と
を
神

前
に
報
告
す
る
。
そ
の
後
、
芸
山
が
境
内
を
出
発
、
続
い
て
曳
山
も
各
字
へ
帰
っ
て

い
く
。
こ
の
と
き
、
宮
入
り
と
同
じ
よ
う
に
境
内
を
曳
き
回
し
て
か
ら
宮
か
ら
出
て

行
く
。
最
後
尾
の
曳
山
が
堅
井
之
大
宮
を
出
る
と
祭
礼
は
終
了
す
る
。

（
４
）
堅
井
之
大
宮
春
季
大
祭
の
近
世

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
堅
井
之
大
宮
春
季
大
祭
は
九
ヶ
所
の
字
か
ら
曳
山

が
出
て
巡
行
す
る
盛
大
な
祭
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
江
戸
時
代
に
お
い
て

は
現
在
と
は
様
子
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。

　

享
保
二
一
年
（
一
七
三
六
）
に
記
さ
れ
た
、
神
輿
を
担
ぐ
村
々
が
明
壽
院
（
金
剛

輪
寺
の
子
院
）
に
宛
て
た
文
書
で
は
、
坂
口
村
（
松
尾
寺
）・
東
出
村
・
上
之
郷
村

（
岩
倉
）・
斧
磨
村
・
西
出
村
・
円
城
寺
村
が
連
名
で
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
は
こ
の

六
ヵ
字
で
祭
礼
を
行
な
っ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
ま
た
、
神
輿
は
明
壽
院
に
預
け

て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
大
明
神
之
神
輿
・
天
王
之
神
輿
・
十
禅
師
之
神
輿

の
三
基
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
神
輿
の
渡
御
を
行
な
う
集
落
は
、
大
明
神
之

神
輿
は
坂
口
村
、
天
王
之
神
輿
は
東
出
村
と
円
城
寺
村
十
禅
師
之
神
輿
は
西
出
村
・

上
之
郷
村
・
斧
磨
村
が
渡
り
を
務
め
る
と
あ
る
。

　

神
輿
や
祭
り
の
様
子
に
つ
い
て
は
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
に
彦
根
藩
が
領
内

の
集
落
の
祭
礼
を
調
査
し
た
際
の
回
答
と
し
て
、
堅
井
之
大
宮
の
祭
礼
は
三
月
二
の

卯
の
日
に
行
な
わ
れ
る
と
記
さ
れ
、
祭
り
に
は
「
湯
の
華
」
三
釜
、
獅
子
頭
一
つ
、

神
輿
三
社
が
出
る
と
あ
る
。

　
「
湯
の
華
」
と
は
湯
立
神
事
を
さ
す
。
こ
れ
は
神
前
に
据
え
た
釜
で
湯
を
沸
か
し
、

巫
女
な
ど
の
宗
教
者
が
笹
の
葉
で
湯
を
自
身
や
参
加
者
に
振
り
掛
け
る
儀
式
の
こ
と

で
あ
る
。
当
時
の
祭
礼
で
は
こ
の
釜
が
三
台
据
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
寛
文

五
年
（
一
六
六
五
）
の
記
録
で
は
東
出
村
字
麻
久
川
の
う
ち
、
三
五
歩
を
堅
井
之
大

宮
の
「
御
湯
田
」
と
し
て
寄
進
し
、
祭
礼
時
に
は
怠
る
こ
と
な
く
神
前
に
釜
を
奉
げ

る
よ
う
申
し
付
け
て
い
る
。「
湯
の
華
」
に
用
い
ら
れ
る
燃
料
な
ど
を
、
こ
の
田
地
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て
い
る
。
特
に
祭
礼
の
雰
囲
気
を
高
め
る
重
要
な
仕
事
で
あ
る
堅
井
之
大
宮
の
二
ヶ

所
に
祭
り
の
幟
を
立
て
る
役
目
は
、
宮
世
話
で
あ
る
東
出
村
に
し
か
許
さ
れ
な
い
役

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
に
な
る
と
東
出
集
落
の
負
担
も
大
き
い
こ
と
か
ら
九
つ

の
集
落
に
年
番
制
で
配
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
各
村
が
平
等
な
資

格
で
祭
り
に
参
加
す
る
雰
囲
気
は
、
曳
山
の
華
や
か
さ
を
競
う
現
在
の
祭
り
の
前
提

と
な
っ
て
い
っ
た
。

の
得
分
か
ら
賄
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
在
で
も
当
番
字
が
字
内
の
田
地
の
一
部

を
神
饌
田
と
し
て
管
理
し
、
収
穫
し
た
米
を
堅
井
之
大
宮
に
供
え
て
お
り
、
近
世
か

ら
の
習
俗
を
思
わ
せ
る
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
獅
子
頭
に
つ
い
て
現
在
の
祭

礼
で
は
獅
子
舞
は
見
ら
れ
な
い
が
、
近
隣
の
祭
礼
の
例
か
ら
推
察
す
る
に
行
列
の
中

に
加
わ
っ
て
練
り
歩
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

　

神
輿
に
つ
い
て
は
二
社
は
「
卯
の
鳥
」、
一
社
が
「
擬
帽
」
と
あ
る
。
卯
の
鳥
は

鳳
凰
状
の
装
飾
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
擬
帽
は
擬
宝
珠
で
あ
ろ
う
。
応
永

一
八
年
の
作
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
屋
根
幅
は
三
尺
五
寸
（
約
一
三
〇
㎝
）
四

方
で
、
総
高
四
尺
五
寸
（
約
一
七
〇
㎝
）、
車
輪
が
四
尺
（
約
一
五
〇
㎝
）
四
方
、

担
ぎ
柄
の
長
さ
が
一
丈
二
尺
（
約
四
五
六
㎝
）
と
あ
り
、
現
在
の
大
き
な
曳
山
よ
り

も
か
な
り
小
さ
い
。

　

神
輿
の
渡
御
に
つ
い
て
は
回
答
書
に
よ
る
と
、
以
前
は
安
孫
子
庄
の
村
々
が
集

ま
っ
て
岩
倉
の
御
旅
所
ま
で
太
鼓
や
鉦
を
か
き
鳴
ら
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
回
答
書

が
書
か
れ
た
頃
に
は
各
村
で
太
鼓
・
鉦
を
鳴
ら
す
形
式
に
変
わ
っ
た
と
あ
る
。

　

他
に
江
戸
時
代
の
祭
り
の
様
子
が
分
か
る
も
の
で
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）

の
定
書
に
よ
る
と
、
祭
礼
の
七
日
前
に
集
会
を
開
き
、
籤く
じ

を
引
い
て
一
番
か
ら
八
番

ま
で
の
宮
入
順
を
決
定
す
る
こ
と
や
、
宮
入
の
時
間
は
四
ツ
半
時
（
一
〇
時
頃
）
か

ら
始
ま
る
と
あ
り
、
一
番
の
村
は
遅
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
も
書
か

れ
て
い
る
。

　

現
在
の
伝
承
に
よ
る
と
、
安
孫
子
城
主
の
氏
神
が
堅
井
之
大
宮
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
安
孫
子
城
の
門
前
に
位
置
す
る
東
出
村
は
春
祭
に
お
い
て
特
権
を
持
っ
て
お
り
、

祭
礼
の
運
営
の
中
心
と
な
る
宮
世
話
は
東
出
村
に
し
か
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
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曳山巡行の様子（東出）

芸山（東出）
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金幣授与の様子

境内曳き回しの様子
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宮下の辻

秦荘東
小学校

秦川保育園

境内

社 殿

東　出
西　出
深　草

宮下の辻

円城寺
常安寺
竹　原 斧　磨

岩　倉
松尾寺

矢取
地蔵

堅井之大宮春季大祭巡行図
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堅井之大宮（拝殿）

昭和15年（1940年）開催の堅井之大宮例大祭記念写真（深草）/ 個人蔵
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渓谷に双虎

愛荘町深草／昭和33年／現行幕

縦200cm×横107cm

収納箱の墨書により昭和33年に愛知川町

の入谷刺繍店によって製作された事が分

かる。紺綾地に遠山・岩・川面・林間

部・立木・虎を濡れ描きし、双虎を墨に

て下書きのあと、平繍にて色ぼかし繍を

施している。

桜に孔雀

愛荘町深草／制作年代不明／旧幕

縦177cm×横127.7cm
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渓谷に双獅子

愛荘町円城寺／大正12年／現行幕

縦239cm×横178cm

獅子（ライオン）を刺繍であらわし、空・

遠山・岩・水を大まかに濡れ描きしてい

る。収納箱の墨書から大正12年に製作さ

れ、村木伝吉氏によって寄贈された事が

分かる。

渓谷に獅子

愛荘町岩倉／昭和時代／現行幕

縦238cm×横142cm

雲・水・岩を濡れ描きし、獅子（ライオ

ン）を中心とした図柄を刺繍で表現して

いる。
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波、岩、竹に唐獅子

愛荘町岩倉／明治末期／旧幕

縦203cm×横135.5cm

黒ビロード地に波・岩・竹を駒繍で表現

し、唐獅子は平繍であらわし、目にはガ

ラスをはめ込むなど、他の見送幕とは異

なる表現方法が用いられている。また、

下部には「浜田○大 小林呉服店謹製」と製

作元が示されている。

竹林に双虎

愛荘町岩倉／制作年代不明／旧幕

縦209cm×横153cm

大字岩倉の見送幕は祭りに使用する現行

幕と渡り当番の芸山に使用する旧幕が報

告されていたが、本展覧会に係る調査で

本品である３枚目の見送幕の存在が明ら

かとなった。大字岩倉は字の中央に岩倉

川が流れ、南北に民家が分布しているこ

とから、かつて字の南北両方の集落から

見送幕が出されていたのではないかと推

察される。
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松に鷹、岩、波、海鳥

愛荘町松尾寺（北）／大正13年／現行幕

縦240cm×横156cm

波や海鳥、鷹など全体を刺繍であらわし

ている。一部近年の補修があるが、過去

の聞き取り調査で大正13年に製作された

事が明らかとなっている。

渓谷に牡丹獅子

愛荘町松尾寺（南）／大正13年／現行幕

縦226cm×横151cm

遠山を濡れ描きし、獅子や牡丹などを刺

繍で表現している。当集落の大西里乃氏

により大正13年に製作された。
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竹林に吠虎

愛荘町常安寺／昭和35年／現行幕

縦213cm×横141cm

大まかな濡れ描きの上に刺繍を施して竹林の

生い茂る渓谷で吼える虎の図を表現してい

る。過去の聞き取り調査で昭和35年に製作さ

れた事が判明している。

松に子持ち鶴

愛荘町常安寺／大正末期／旧幕

縦188cm×横132cm

松の枝に巣をかけた子持ち鶴を総繍であら

わしている。常安寺集落の小林静枝氏の製

作として伝えられ、大正末期から昭和初期

頃の作品であると推定される。
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富士に舟、山水図

愛荘町東出／大正５年／現行幕

縦196cm×横126.5cm

愛荘町の見送幕では他に見られない山水

図で、空・水・山・立木などを濡れ描き

し、刺繍で仕上げている。収納箱の墨書

により、大正５年に製作され、中村謙次

郎・又十郎・秀次郎・寅次郎氏らによっ

て寄贈された事が分かる。

竹林に双虎

愛荘町西出／昭和４年／現行幕

縦228cm×横155cm

空・遠山・水流などを濡れ描きし、刺繍

を施している。当集落の上林千代氏に

よって制作されたと伝わり、過去の聞き

取り調査で昭和4年の製作であると判明

した。
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山岳に双虎

愛荘町斧磨／昭和39年／現行幕

縦230cm×横165cm

遠山・岩・虎を濡れ描きし、刺繍によっ

て色をぼかし、一部に金の刺し繍がある。

収納箱の墨書によって昭和39年の製作で

あることが分かる。

竹林に双虎

愛荘町斧磨／大正４年／旧幕

縦228cm×横152cm

毛織物地に羊毛糸で岩・谷川・竹林・双

虎を刺繍している。聞き取り調査で大正

４年のものと判明した。
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渦巻き雲に双龍

愛荘町竹原／昭和30年頃／現行幕

縦219cm×159cm

巻雲を大まかに濡れ描きし、刺繍を施し

ている。聞き取り調査で昭和30年頃に額

布が付けられたことが判明しているが、

刺繍自体は大正期のものであると推測さ

れる。

松に孔雀

愛荘町竹原／明治末期／旧幕

縦203cm×横158.5cm

刺繍で写実的に孔雀を表現している。製

作年は不明であるが、収納箱に墨書され

た寄贈者の名前から明治後期から大正期

にかけての作品であると推測される。
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賞
し
て
い
る
。
明
治
三
七
年
に
は
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧

会
、
明
治
四
三
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
た
日
英
博
覧
会
で
そ
れ
ぞ
れ
大
賞
・
金

賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

入
谷
増
吉
も
刺
繍
業
の
未
来
は
明
る
い
と
察
し
、
独
学
で
刺
繍
業
を
始
め
た
人
物
で

あ
る
。
新
た
な
刺
繍
技
術
の
考
案
に
没
頭
し
て
い
る
姿
が
初
代
八
右
衛
門
に
認
め
ら

れ
、
明
治
三
二
年
に
青
木
家
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
。
増
吉
は
刺
繍
の
職
人
と
し
て
工
房

に
入
っ
て
お
り
高
い
技
術
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、
自
ら
が
編
み
出
し
た
技
術
を
「
青

木
式
」
と
し
て
確
立
し
て
い
る
。
こ
の
青
木
式
の
刺
繍
技
術
は
六
〇
〇
人
を
越
え
る
門

下
生
に
受
け
継
が
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
大
正
二
年
に
初
代
青
木
八
右
衛
門
が
逝
去
す
る

と
増
吉
が
二
代
目
青
木
八
右
衛
門
を
継
ぐ
。
昭
和
に
入
る
と
高
島
屋
か
ら
も
受
注
を
受

け
る
よ
う
に
な
り
、
京
都
方
面
へ
の
商
圏
を
拡
げ
る
よ
う
に
な
る
。

　

ま
た
、
二
代
目
八
右
衛
門
の
兄
弟
も
刺
繍
業
に
携
わ
っ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
そ
れ

ぞ
れ
が
独
立
し
て
刺
繍
業
を
営
ん
で
い
る
。
特
に
三
男
で
あ
る
入
谷
三
郎
は
「
刺し

繍し
ゅ
う

織お
り

」
の
技
術
を
開
発
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
刺
繍
織
と
は
織
物
に
彩
色
を
施
し

刺
繍
の
よ
う
に
見
せ
る
技
術
で
、
背
景
や
地
面
を
刺
繍
織
で
製
作
し
、
そ
の
上
か
ら
動

物
や
木
々
・
建
物
な
ど
を
刺
繍
す
る
こ
と
で
全
体
を
刺
繍
作
品
の
よ
う
に
見
せ
て
い

る
。
戦
後
に
刺
繍
の
需
要
が
高
ま
っ
た
際
、
こ
の
刺
繍
織
は
人
気
が
あ
っ
た
と
い
う
。

本
展
覧
会
の
見
送
幕
も
一
部
に
刺
繍
織
の
技
法
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
見
え
る
。

　

三
代
目
に
あ
た
る
青
木
正
雄
に
な
る
と
主
に
呉
服
に
施
す
刺
繍
を
取
り
扱
う
よ
う
に

な
り
、
現
当
主
の
青
木
恒
雄
氏
の
代
で
は
平
成
一
〇
年
に
「
彦
根
繍
」
と
し
て
滋
賀
県

伝
統
工
芸
品
の
指
定
を
受
け
、
呉
服
の
ほ
か
に
も
祭
礼
で
使
用
す
る
幕
な
ど
の
刺
繍
を

製
作
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
高
い
技
術
を
活
か
し
て
修
復
な
ど
も
請
け
負
っ
て
い
る
。

二
　
彦ひ
こ

根ね

繍ぬ
い

と
刺
繍
の
修
復

（
１
）　

青
木
刺
繍
の
歴
史

　

現
在
彦
根
市
に
工
房
を
持
つ
青
木
刺
繍
は
、
明
治
中
頃
に
愛
知
郡
蚊
野
村
の
青
木
八

右
衛
門
が
創
業
し
た
。
当
時
、
彦
根
周
辺
で
は
京
都
か
ら
商
人
が
訪
れ
刺
繍
業
を
起
こ

し
て
い
た
が
、
産
業
と
し
て
は
定
着
せ
ず
、
そ
の
多
く
が
廃
業
し
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、

青
木
八
右
衛
門
は
海
外
貿
易
に
お
い
て
刺
繍
が
有
望
で
あ
る
と
目
を
付
け
て
事
業
を
興

す
こ
と
を
志
し
た
。

　

事
業
を
始
め
る
う
え
で
、青
木
八
右
衛
門
は
京
都
か
ら
刺
繍
の
専
門
家
を
呼
び
寄
せ
、

効
率
的
か
つ
高
品
質
な
刺
繍
の
製
法
を
研
究
し
た
ほ
か
、
欧
米
に
人
材
を
派
遣
し
、
海

外
で
の
刺
繍
の
製
法
を
習
得
さ
せ
る
な
ど
刺
繍
技
術
の
向
上
を
図
っ
た
。
ま
た
、
技
術

面
だ
け
で
な
く
海
外
か
ら
人
を
招
待
し
聞
き
取
り
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
で
い
う
と
こ

ろ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
も
力
を
注
い
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
の
後
、
主
に
日
本
の
風
景
を
刺
繍
し
た
作
品
を
製
作
し
、
窓
掛
、
テ
ー
ブ
ル
掛
、

屏
風
、
額
面
な
ど
を
海
外
に
輸
出
し
、
彦
根
刺
繍
の
名
を
得
た
。

　

青
木
八
右
衛
門
は
孤
児
や
貧
困
児
の
た
め
、
私
財
を
投
じ
て
愛
知
川
に
製
糸
工
場
を

設
立
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
が
、
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
は
私
立
彦
根
貿
易

刺
繍
伝
習
所
（
私
立
彦
根
貿
縫
伝
習
所
）
を
開
校
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
教
師
数
名
が

お
か
れ
、
刺
繍
技
術
の
伝
授
を
行
い
職
人
の
育
成
を
し
て
い
る
。
そ
の
一
〇
年
後
に
は

「
私
立
彦
根
工
芸
学
校
」
と
名
を
改
め
、
同
年
五
月
に
は
県
立
愛
知
高
等
学
校
の
前
身

と
な
る
私
立
彦
根
工
芸
学
校
愛
知
川
分
校
も
開
校
し
て
い
る
。

　

ま
た
こ
の
頃
、
八
右
衛
門
は
貿
易
刺
繍
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
数
多
く
の
博
覧

会
に
刺
繍
を
出
品
し
て
い
る
。
明
治
三
六
年
に
は
第
五
回
内
国
博
覧
会
で
三
等
賞
を
受
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②
刺
繍
の
修
復

　

今
回
の
修
復
で
は
外
れ
た
金
糸
を
縫
い
付
け
て
修
復
し
て
い
く
。
今
回
は
今
後
の

使
用
も
考
え
、
若
干
太
い
糸
を
使
用
し
て
い
る
。
元
の
縫
い
糸
と
同
じ
色
の
糸
を
選

ぶ
が
、
今
回
の
よ
う
に
縫
い
糸
の
太
さ
が
変
わ
り
、
糸
の
密
度
が
変
わ
る
と
、
遠
目

に
み
た
時
に
色
が
変
わ
っ
て
見
え
る
た
め
、
同
様
の
色
合
い
に
な
る
よ
う
糸
の
密
度

を
調
整
し
な
が
ら
縫
い
付
け
て
い
く
。

　

金
糸
も
、
新
品
の
金
糸
と
古
い
金
糸
で
は
色
が
若
干
異
な
る
。
古
い
刺
繍
を
新
品

の
金
糸
で
修
復
す
る
と
新
旧
の
糸
で
色
に
差
が
出
て
し
ま
う
た
め
、
青
木
刺
繍
で
は

廃
棄
と
な
る
刺
繍
や
修
復
時
に
余
っ
た
糸
の
う
ち
、
古
色
が
あ
り
状
態
の
良
い
も
の

は
解
体
し
て
保
管
し
て
お
き
、
別
の
刺
繍
の
修
復
に
再
利
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
縫
い
付
け
る
際
、
裏
地
を
新
た
に
追
加
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
本
来
の
縫
い

目
を
保
存
す
る
事
が
で
き
る
上
、
刺
繍
が
補
強
さ
れ
る
。

③
そ
の
他
の
部
位
の
修
復

　

退
色
が
激
し
い
幕
上
部
の
帯
は
、
同
様
の
図
柄
の
布
に
取
り
替
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
退
色
の
少
な
い
内
側
部
分
か
ら
元
の
色
合
い
を
調
べ
、
似
た
色
の
織
物
を
使
用

す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
糸
の
染
色
か
ら
特
注
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
今
回
の

修
復
で
は
、
補
強
の
た
め
と
、
後
世
の
調
査
を
見
越
し
て
古
い
布
の
上
か
ら
新
し
い

布
を
縫
い
付
け
た
。

　

ま
た
、
帯
部
分
の
金
具
に
つ
い
て
は
彦
根
市
の
金
物
屋
に
修
理
を
依
頼
す
る
。
山
車

の
周
囲
を
一
周
す
る
よ
う
に
掛
け
ら
れ
る
水
引
幕
・
上
幕
は
、
山
車
の
金
具
の
位
置
が

決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
元
の
金
具
と
同
じ
よ
う
に
修
理
・
換
装
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
２
）
刺
繍
の
修
復

　

屋
台
を
飾
る
幕
や
そ
の
刺
繍
は
、
長
年
祭
礼
に
使
用
さ
れ
る
中
で
徐
々
に
損
傷
す

る
。
軽
度
の
傷
み
で
あ
れ
ば
修
復
で
き
る
が
、
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
幕
で

あ
れ
ば
損
傷
が
激
し
い
場
合
が
多
く
、
大
規
模
な
改
修
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
状

態
に
よ
っ
て
は
複
製
品
の
作
成
や
、
デ
ザ
イ
ン
を
新
調
す
る
こ
と
も
あ
る
。
町
内
の

見
送
幕
で
も
、
現
行
幕
と
旧
幕
で
デ
ザ
イ
ン
が
大
き
く
変
更
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ

り
、
そ
の
時
代
の
流
行
が
伺
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
見
送
幕
を
は
じ
め
と
す
る
祭
り
の
刺
繍
の
修
復
・
複
製
・
新
調
に
は

高
度
な
技
術
を
持
っ
た
刺
繍
職
人
の
仕
事
が
必
要
と
な
る
。
本
稿
で
は
そ
の
修
復
の

工
程
を
紹
介
す
る
。

①
調
査

　

持
ち
込
ま
れ
た
刺
繍
の
状
態
を
確
認
し
、
ど
の
程
度
の
修
復
が
必
要
か
、
所
有
者

や
自
治
会
、
市
町
村
と
協
議
し
な
が
ら
見
極
め
る
。
外
れ
た
糸
や
部
品
を
修
復
す
る

だ
け
の
場
合
や
、
状
態
に
よ
っ
て
は
同
様
の
図
案
で
新
調
す
る
場
合
も
あ
る
。
今
回

の
津
島
市
麩
屋
町
の
水
引
幕
は
は
が
れ
た
刺
繍
糸
の
補
修
・
幕
上
部
の
帯
の
新
調
・

金
具
の
換
装
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
。

　

依
頼
者
や
自
治
体
と
の
協
議
を
重
ね
、
補
修
方
法
が
決
定
す
る
と
職
人
に
指
示
を

行
い
、
修
復
作
業
に
入
る
。
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地
と
し
て
塗
布
し
、
刺
繍
の
色
が
映
え
る
よ
う
工
夫
を
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
太
く

て
も
縫
い
糸
の
色
が
目
立
た
な
い
、
青
木
刺
繍
が
独
自
開
発
し
た
糸
を
使
用
し
て
頑

丈
に
仕
上
げ
る
な
ど
の
、
今
後
の
長
期
に
渡
る
使
用
に
配
慮
し
た
改
良
も
加
え
ら
れ

た
。

　

こ
れ
ら
の
屋
台
幕
新
調
事
業
は
平
成
二
九
年
か
ら
始
ま
り
、
細
か
な
打
ち
合
わ

せ
・
調
整
を
重
ね
令
和
元
年
度
に
完
成
。
同
時
期
に
行
な
わ
れ
た
山
車
の
改
修
の
完

了
と
と
も
に
お
披
露
目
さ
れ
、
同
年
一
〇
月
の
府
八
幡
宮
例
大
祭
並
び
に
即
位
の
礼

奉
祝
記
念
で
曳
き
回
し
が
行
な
わ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
工
程
を
経
て
津
島
市
麩
屋
町
の
屋
台
幕
が
修
復
さ
れ
た
。
納
品
さ
れ

た
屋
台
幕
は
二
〇
二
二
年
の
例
大
祭
で
お
披
露
目
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　

本
屋
台
幕
は
比
較
的
近
年
に
製
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
長
く
祭
り
で

使
用
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
て
修
復
さ
れ
た
本
品
は
、
麩
屋
町
で
末
永
く
受
け
継
が
れ
、

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

④
刺
繍
の
新
調

　

令
和
元
年
度
に
は
静
岡
県
磐
田
市
坂
上
町
の
屋
台
幕
が
新
調
さ
れ
た
。
こ
の
屋
台

幕
は
府
八
幡
宮
例
大
祭
で
曳
か
れ
る
山
車
を
飾
る
も
の
で
、
背
面
を
飾
る
見
送
幕
と
、

山
車
の
周
囲
を
一
周
す
る
よ
う
に
飾
る
上
幕
と
天
幕
の
三
種
類
が
製
作
さ
れ
た
。

　

平
成
三
〇
年
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
旧
幕
は
昭
和
一
三
年
に
製
作
さ
れ
た
も
の

で
、
以
来
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
が
、
八
〇
年
に
渡
る
使
用
に
よ
り
傷
み
が
激

し
く
、
退
色
や
刺
繍
の
剥
離
が
見
ら
れ
た
。
専
門
家
の
見
解
で
も
修
復
が
困
難
と
判

断
さ
れ
、
同
様
の
図
案
で
新
調
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

旧
幕
に
つ
い
て
は
原
型
の
図
案
が
な
く
、
旧
幕
と
似
た
図
案
を
作
成
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
。
た
だ
、
全
く
同
じ
図
案
で
は
な
く
、
見
送
幕
の
中
央
の
切
れ
込
み
を

な
く
し
た
こ
と
や
、
上
幕
の
龍
・
天
幕
の
鳳
凰
の
口
を
阿
吽
形
に
す
る
、
幕
の
周
囲

に
金
欄
の
縁
を
追
加
す
る
こ
と
な
ど
、
現
代
の
祭
り
の
様
相
に
合
う
よ
う
に
製
作
さ

れ
た
。

　

縫
製
方
法
に
つ
い
て
も
、
天
幕
の
巴
紋
を
ア
ッ
プ
リ
ケ
刺
繍
か
ら
本
金
駒
詰
刺
繍

へ
変
更
し
た
ほ
か
、
金
糸
を
縫
い
付
け
る
場
所
に
金
色
の
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
を
下

22

見
本



●旧幕 ●新幕
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龍に雲（上）

桐に鳳凰（中）

鶴に霞・岩・波（下）

令和元年／静岡県磐田市心誠社蔵

旧幕作成当時の下絵は残っていないた

め、剥落の激しい旧幕やカラーの記念

写真などから推測して下絵を作成する

ことから始まり、完成まで約２年がか

りの事業となった。

復元するだけでなく、現在の祭りの姿

に合い、今後も長く使えるように若干

の図案の変更や仕立ての改良などを行

なっている。
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刺繍専門の下絵職人が下絵を起こして、実寸大に拡大したものをもとに刺繍を製作する。

坂上町の刺繍については下絵が存在しないため、旧幕を参考に下絵を作成した。旧幕は刺繍

がはがれ失われた場所があるが、左右対称の絵であったため、残っている部分でお互いを補

完して下絵を描いている。

また、下絵は図案と色の指定のみで、刺繍の質感や糸の流れ、細かな表現方法などは職人の

技術に任せられる。

刺繍の下絵
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熟練の職人は30年以上青木刺繍に勤めている。縫い方一つひとつは勉強すればできるが、多

種多様な刺繍の技法を覚え、作品・作風にあわせて縫うことができるようになるには十数年

かかるという。

刺繍台

職人の手仕事
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針は洋裁用のメリケン針と和裁用の和針の数種類を作品によって使い分ける。

和針は手打ちのものを使用する。上質な針は穴が大きく、通した糸が針とともに布を通るた

め縫い目に穴が空きにくい。また、針先が緩やかに細くなっているため布の抵抗が少なく軽

く針が通るという。目打ちなどの道具は使いやすいよう自作する刺繍職人もいる。

刺繍糸を作る際に使用する道具。縒る前の平糸を御光台にかけ、刺繍に必要な分を取り分け

る。その後、糸縒り機にかけて刺繍糸を作る。縒ったばかりの糸は縒りが戻りやすいため、

木枠に巻き水に漬けて糸に癖をつける。刺繍の作業をする際はコマや小さい板に糸を巻いた

状態で使用する。

刺繍職人の仕事道具

御光台（左）・糸縒り機（右）
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糸を縒るときの力加減や使う糸の本数を変えるだけで糸の絡み方が変わる。

一本では縒り方の違いも些細に見えるが、刺繍として糸が重なり合うと同じ色でも質感が全

く違うものに見える。

金糸が古くなったときの自然な色合いは、人の手で再現する事が難しい。このため古くなっ

た刺繍や不要な刺繍から丁寧にはずして保管しておき、古色を帯びた刺繍を修復する際、周

囲の風合いに馴染ませるために用いる。

縒りを掛ける前の糸（左）と縒った糸（右）

金糸の色　新しい金糸（上）と古い金糸（下）
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●修復前 ●修復後

もとの帯の上から被せるように新しい帯

を縫いつけ、補強されている。また、金

具も鍍金を行い、新品同様の姿になった。

帯部分が激しく退色し、傷みも見える。

また、金具も若干の錆びが出ている。

金糸を留めている糸が傷み、刺繍が外れ

かかっている。

もとの金糸を残し、少し太い糸で留める

ことで補強している。
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（
３
）
津
島
秋
ま
つ
り

　

現
在
の
津
島
秋
ま
つ
り
は
先
述
の
通
り
二
日
に
分
け
て
開
催
さ
れ
る
。
第
一
日
目

は
「
場
馴
ら
し
」
と
呼
ば
れ
、
山
車
の
組
み
立
て
を
行
な
う
。
こ
れ
は
道
路
が
舗
装

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
、
巡
行
路
の
確
認
を
し
た
日
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

二
日
目
の
本
祭
で
は
午
前
八
時
頃
に
な
る
と
各
町
の
山
車
が
神
社
に
向
か
っ
て
出

発
す
る
。
各
町
は
か
つ
て
の
七
切
祭
・
向
島
祭
・
今
市
場
祭
の
参
加
地
域
で
別
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
神
社
に
山
車
が
集
合
す
る
。
麩
屋
町
の
場
合
は
市
神
社
に
集

ま
り
お
囃
子
と
か
ら
く
り
の
芸
を
奉
納
す
る
。

　

正
午
頃
に
な
る
と
津
島
秋
ま
つ
り
の
会
場
で
あ
る
名
鉄
津
島
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に

全
て
の
山
車
が
集
合
し
、
か
ら
く
り
人
形
の
芸
と
車
切
を
披
露
す
る
。
車
切
と
は
山

車
を
連
続
し
て
回
す
芸
の
こ
と
で
、
辻
で
行
な
う
こ
と
で
魔
を
祓
う
意
味
が
あ
る
と

い
う
。

　

そ
の
後
、
駅
か
ら
津
島
神
社
ま
で
山
車
が
曳
行
す
る
。
先
頭
の
山
車
は
大
当
番
と

呼
ば
れ
、
年
番
制
で
決
ま
る
。
午
後
三
時
頃
か
ら
五
時
頃
の
間
に
山
車
が
集
合
し
、

か
ら
く
り
や
囃
子
を
奉
納
す
る
。
五
時
に
な
る
と
拝
殿
に
て
神
事
が
執
り
行
な
わ
れ

る
。

　

午
後
六
時
頃
に
な
る
と
各
山
車
は
提
灯
に
明
か
り
を
灯
す
。
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の

山
車
は
津
島
神
社
を
出
て
天
王
通
り
一
丁
目
交
差
点
に
順
列
し
、
一
斉
車
切
が
披
露

さ
れ
る
。
一
斉
車
切
が
終
わ
る
と
山
車
は
各
町
に
戻
っ
て
い
き
、
祭
り
が
終
了
す
る
。

三
　
祭
り
の
紹
介

津
島
秋
ま
つ
り

（
１
）
津
島
市

　

津
島
市
は
愛
知
県
西
部
に
位
置
す
る
市
で
尾
張
と
伊
勢
を
繋
ぐ
交
通
の
要
衝
と
し

て
栄
え
た
。
市
内
に
は
木
曽
川
・
長
良
川
・
揖い

斐び

川が
わ

が
流
れ
る
。
ま
た
、
欽
明
天
皇

一
〇
年
（
八
一
〇
）
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
津
島
神
社
が
所
在
し
、
全
国
の
津
島
神
信

仰
の
中
心
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
神
社
周
辺
は
鳥
居
前
町
と
し
て
栄
え
、
津
島
天
王

祭
な
ど
特
徴
的
な
祭
礼
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　（
２
）
津
島
秋
ま
つ
り
の
歴
史

　

祭
り
の
起
源
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
に
津
島
神

社
が
県
社
か
ら
国
幣
小
社
に
昇
格
し
た
こ
と
を
祝
し
て
、
そ
れ
ま
で
近
辺
で
別
々
に

開
催
さ
れ
て
い
た
七
切
祭
・
向
島
祭
・
今
市
場
祭
を
合
同
で
行
い
、
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
市
内
全
域
の
祭
り
が
同
日
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
現
在
の
秋
ま

つ
り
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
時
は
一
〇
月
一
日
に
祭
り
を
行
っ
て
い
た
が
、

昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
年
か
ら
現
在
の
一
〇
月
第
一
土
・
日
曜
日
に
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

山
車
祭
自
体
は
江
戸
時
代
中
期
に
始
ま
り
、
麩
屋
町
の
山
車
は
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
に
建
造
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
の
修
復
の
際
に
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
の
墨
書
が
あ
る
旧
幕
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
江
戸
時
代
末
期
に
は
す

で
に
現
在
の
祭
り
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
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嘉永元年（1848）に建造された。山

車の上には「湯取神子」のからくり

が設置され、４体の人形を５～６人

で操作して神子舞を演じる。大幕は

猩々緋で前幕には金刺繍で「麩屋

町」と書かれた幕が掛けられる。山

車中段には前述した「注連縄に御

幣」の天幕が掛けられている。

麩屋町山車

山車が何度も同じ場所で回転するため、道路には穴と車輪の溝がはっきりと残る。毎年道路

を修復するほどで、近年では板を敷くようになった。車輪の跡に注目し、きれいに回れてい

るかを見ていくことも祭りの楽しみ方のひとつであるという。

車切の様子
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行
し
な
が
ら
府
八
幡
宮
へ
向
か
い
、
午
後
八
時
頃
に
な
る
と
社
殿
の
明
か
り
を
す
べ

て
消
し
、
真
っ
暗
な
中
で
神
を
神
輿
に
移
す
儀
式
を
行
な
う
。

　

二
日
目
に
は
神
輿
の
巡
行
が
行
な
わ
れ
る
。
神
輿
の
行
列
に
は
、砂
ま
き
・
錫
杖
・

大
榊
・
金
幣
・
銀
幣
・
猿
田
彦
な
ど
が
並
ぶ
。
巡
行
す
る
際
に
は
浜
垢
離
で
取
っ
た

砂
を
撒
い
て
道
を
作
り
、
そ
の
上
を
神
輿
が
通
る
。

府
八
幡
宮
例
大
祭

（
１
）
府
八
幡
宮

　

府
八
幡
宮
は
静
岡
県
磐
田
市
中
泉
に
鎮
座
す
る
神
社
で
、
誉
田
別
命
、
足
仲
彦
命
、

息
長
帯
比
売
命
の
三
柱
を
祀
る
。
社
伝
で
は
天
平
期
の
創
建
と
さ
れ
て
お
り
、
国
府

の
土
地
内
に
祀
ら
れ
た
八
幡
宮
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
府
八
幡
宮
」
と
い
う
名
称
に

な
っ
た
と
い
う
。
社
宝
と
し
て
平
安
後
期
の
作
で
あ
る
僧
形
八
幡
像
と
女
神
像
が
伝

わ
り
、
古
代
か
ら
同
所
で
祀
ら
れ
て
い
た
神
社
で
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

（
２
）
府
八
幡
宮
例
大
祭

　

府
八
幡
宮
例
大
祭
は
祭
日
の
一
週
間
前
の
浜は
ま

垢ご

離り

か
ら
は
じ
ま
る
。
神
職
と
氏
子

が
鮫
島
海
岸
に
行
き
、
砂
浜
に
御
幣
と
榊
を
立
て
て
神
事
を
行
い
、
穢
れ
を
祓
う
と

と
も
に
大
祭
当
日
の
安
全
を
祈
願
す
る
。
近
年
で
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
が
、
か
つ

て
は
海
に
入
っ
て
身
を
清
め
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
時
に
小
石
や
砂
を
持
っ

て
帰
る
。
小
石
は
「
子
」「
丑
」な
ど
、十
二
支
の
文
字
を
書
い
て
神
輿
の
周
囲
に
置
き
、

祭
り
に
備
え
る
。
砂
は
後
述
す
る
祭
礼
の
際
に
使
用
さ
れ
る
。

　

府
八
幡
宮
例
大
祭
は
一
〇
月
第
一
土
・
日
曜
日
の
二
日
間
執
り
行
わ
れ
る
。
初
日

で
は
世
話
係
と
呼
ば
れ
る
若
衆
が
朝
か
ら
府
八
幡
宮
に
集
ま
り
、
山
車
の
巡
行
順
を

籤
で
決
定
す
る
。
ま
た
、
こ
の
日
に
は
例
祭
が
行
わ
れ
る
。
本
殿
東
側
・
祓
場
に
お

い
て
参
加
者
全
員
の
お
祓
い
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
拝
殿
に
上
が
っ
て
神
に
神
饌
を

献
じ
て
、
宮
司
が
国
の
平
和
と
氏
子
の
安
泰
を
祈
る
。
参
列
者
も
玉
串
を
捧
げ
、
舞

子
は
浦
安
の
舞
を
奉
納
し
て
泰
平
を
願
う
。
夕
方
頃
に
な
る
と
神
輿
が
各
町
内
を
巡

府八幡宮
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い
る
。
そ
の
後
、
三
六
年
近
く
使
用
さ
れ
昭
和
一
三
年
に
山
車
の
新
築
に
伴
い
、
別

地
域
に
譲
ら
れ
た
。
新
築
さ
れ
た
山
車
も
市
内
の
名
工
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
、
彫
刻

も
高
村
光
雲
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
大
村
善
太
郎
が
手
が
け
た
。
そ
の
後
も
長
き
に

渡
っ
て
愛
さ
れ
た
山
車
も
使
用
に
よ
っ
て
傷
み
が
生
じ
、
小
規
模
の
修
復
を
重
ね
て

き
た
が
、
令
和
元
年
に
大
規
模
改
修
を
行
っ
た
。

　

本
展
覧
会
開
催
に
あ
た
り
、
磐
田
市
中
泉
坂
上
町
の
方
々
に
話
を
伺
う
と
、
老
若

男
女
問
わ
ず
多
く
の
人
々
が
祭
り
へ
の
思
い
を
熱
心
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
祭
り

を
み
る
と
浜
垢
離
な
ど
古
く
か
ら
の
神
事
の
様
相
を
残
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な

習
俗
を
連
綿
と
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
地
域
住
民
の
府
八
幡
宮
へ
の
篤
い

信
仰
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

正
午
に
な
る
と
神
輿
の
巡
行
に
先
立
ち
命
魚
奉
献
の
儀
が
行
な
わ
れ
る
。
国
司

（
淡
海
国
玉
神
社
詞
）
が
神
前
に
生
き
た
魚
を
献
じ
、
そ
れ
を
東
参
道
の
斎
場
の
水

場
に
放
つ
と
い
う
儀
式
で
あ
る
。

　

正
午
か
ら
神
事
が
行
わ
れ
た
後
、
御
祭
神
を
神
輿
に
奉
遷
し
氏
子
町
内
を
巡
行
す

る
。
神
輿
が
巡
行
す
る
際
は
通
行
人
が
手
を
合
わ
せ
る
な
ど
厳
か
な
巡
行
と
な
る
の

に
対
し
、
山
車
は
余
興
の
役
割
が
あ
り
、
賑
や
か
に
曳
か
れ
る
の
を
人
々
は
楽
し
む
。

山
車
は
二
〇
の
町
か
ら
出
る
た
め
、
祭
り
の
間
は
磐
田
市
中
泉
の
各
所
で
華
や
か
な

山
車
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
山
車
の
曳
き
ま
わ
し
の
際
に
は
、
江
戸
葛
西
囃
子
の

流
れ
を
汲
む
三
社
祭
礼
囃
子
が
披
露
さ
れ
る
。
ま
た
、御
囃
子
に
あ
わ
せ
て
お
か
め
・

ひ
ょ
っ
と
こ
・
般
若
の
舞
が
奉
納
さ
れ
、「
シ
タ
ッ
シ
タ
ッ
」
の
掛
け
声
と
と
も
に

山
車
が
曳
き
廻
さ
れ
る
囃
子
が
披
露
さ
れ
る
。

　

こ
の
屋
台
の
様
子
が
残
る
最
も
古
い
記
録
と
し
て
、
明
治
二
年
に
記
さ
れ
た
『
西

光
寺
日
記
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
西
光
寺
の
僧
侶
が
お
囃
子
の
音
が
聞
こ
え
、

屋
台
を
見
に
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
明
治
初
期
に
は
現
在
に

近
い
様
子
の
祭
り
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
３
）
心
誠
社
と
山
車

　

本
展
示
の
屋
台
幕
の
所
蔵
機
関
で
も
あ
る
坂
上
町
心
誠
社
は
明
治
九
年
に
西
町
西

若
連
よ
り
独
立
し
結
成
さ
れ
た
。
結
成
時
の
資
料
は
現
在
ほ
ぼ
失
わ
れ
て
い
る
が
、

先
代
の
山
車
は
山
車
前
面
彫
刻
裏
側
に
棟
梁
や
彫
刻
家
の
名
前
と
共
に
明
治
三
五
年

の
銘
が
あ
り
、
建
造
年
が
判
明
し
て
い
る
。
た
だ
、
車
軸
に
は
「
明
治
二
〇
年
」
と

あ
る
た
め
、
改
修
が
あ
っ
た
か
、
さ
ら
に
古
い
山
車
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

山車巡行の様子
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幅　　：2m90cm

高さ　：4m66cm

奥行き：4m

建造年：昭和13年

唐破風二層式の白木造りで記銘によ

り市内の宮大工によって製作された

ことが分かっている。また、山車の

各所に施された大村善太郎による彫

刻も見所である。

平成13年と令和元年に修理・改修を

行っているほか、電気式の照明をア

セチレンガスランプに変更してお

り、昔ながらの祭りの風情を残しな

がら現代に受け継いでいる。

坂上町心誠社山車

祭礼の様子
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に
よ
る
手
古
舞
奉
納
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
氏
子
に
よ
る
「
手
踊
り
」「
浦
安
の
舞
」

な
ど
も
披
露
さ
れ
ま
す
。
前
夜
祭
か
ら
氏
子
二
〇
町
に
よ
り
豪
華
な
山
車
が
に
ぎ
や

か
に
曳
き
廻
さ
れ
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

我
が
町
坂
上
町
・
心
誠
社
は
、
明
治
九
年
に
独
立
・
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
名
前
は

菅
原
道
真
公
の
道
歌
「
心
だ
に
誠
の
道
に
か
な
い
な
ば
祈
ら
ず
と
て
も
神
や
守
ら

む
」
に
由
来
し
ま
す
。
現
在
の
山
車
は
、
昭
和
一
三
年
に
建
造
し
た
磐
田
で
最
古
と

な
る
二
層
式
唐
破
風
屋
台
で
す
。
令
和
三
年
に
大
改
修
を
行
い
幕
も
青
木
刺
繍
さ
ん

に
よ
り
復
元
新
調
し
ま
し
た
。
鬼
板
の
加
藤
清
正
の
鬼
退
治
を
代
表
と
す
る
実
に

八
三
点
の
彫
刻
群
や
ガ
ス
灯
も
見
所
で
す
。

●
最
後
に

　

昨
年
に
引
き
続
き
今
年
の
例
大
祭
も
山
車
の
曳
き
廻
し
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
「
祭
り
の
意
義
」
や
「
祭
り
の
力
」
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
再
認
識
し
た
祭
り
を
続
け
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
地
域
の
仲
間
と
共
有
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
と
山
車
曳
き
廻
し
の
両
立
を
い
か
に
実
現
す
る
か

を
府
八
幡
宮
祭
典
委
員
会
で
協
議
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
緊
急
事
態
宣

言
に
よ
り
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来
年
こ
そ
は
、
三
年
振
り
の
山
車
曳
き
廻

し
の
再
開
を
で
き
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
新
調
し
た
幕
も

皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
機
会
が
無
い
中
、
こ
の
特
別
展
に
出
展
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
大
変
う
れ
し
く
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
是
非
多
く
の
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
終
息
後
に
は
是
非
府
八
幡
宮
例
大
祭
に
お
越
し
い

た
だ
け
る
の
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

秋
季
特
別
展
開
催
に
よ
せ
て

坂さ
か

上う
え

町ち
ょ
う

屋
台
保
存
委
員
会 

会
長　

小
栗　

眞

●
愛
荘
町
と
の
ご
縁

　

二
〇
一
七
年
九
月
に
彦
根
市
の
青
木
刺
繍
さ
ん
を
初
め
て
訪
問
し
た
際
に
青
木
恒

雄
氏
か
ら
愛
荘
町
立
歴
史
博
物
館
の
夏
季
特
別
展
「
湖
東
の
刺
繍
～
明
治
に
華
開
い

た
刺
繍
絵
画
～
」
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
訪
問
し
た
の
が
最
初
の
ご
縁
に
な
り
ま
す
。

展
示
作
品
の
正
に
絵
画
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
写
実
的
で
見
事
な
刺
繍
の
迫
力
に
圧

倒
さ
れ
た
の
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
伝
統
技
法
を
今
に
受
け
継

ぐ
青
木
刺
繍
さ
ん
に
巡
り
あ
え
た
こ
と
で
、
私
達
の
目
指
す
心
誠
社
の
山
車
幕
の
復

元
新
調
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
縁
が
今
回
の
心
誠
社
の
山
車
幕
の
展
示
へ
と

繋
が
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
府
八
幡
宮
例
大
祭
と
心
誠
社

　

静
岡
県
磐
田
市
に
鎮
座
す
る
府
八
幡
宮
は
天
平
年
間
に
遠
江
国
の
国
司
と
な
っ
た

桜
井
王
（
天
武
天
皇
の
曽
孫
と
い
わ
れ
て
い
る
）
が
、
国
府
の
守
護
と
し
て
勧
請
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
大
祭
は
、
十
月
の
第
一
土
、
日
曜
日
に
行
な
わ
れ
、

前
日
の
金
曜
日
に
は
前
夜
祭
も
行
な
わ
れ
ま
す
。
楼
門
横
の
特
設
舞
台
で
「
氏
子
町
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本



日英博覧会賞状・メダル／　明治43年（1910）／青木刺繍蔵

太鼓打ちの着物（松尾寺）／当館蔵 平糸台／青木刺繍蔵

日英博覧会賞状・メダル／　明治43年（1910）／青木刺繍蔵
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四
　
そ
の
他
列
品
資
料

見
本



番号 資料名 地域 制作年代 所蔵 縦（cm）横（cm） 会期

1 渓谷に双虎　（現行幕） 愛荘町深草 昭和 33 年 深草自治会 200 107 後期

2 桜に孔雀文様見送り　（旧幕） 愛荘町深草 不明 深草自治会 177 127.7 前期

3 渓谷に双獅子　（現行幕） 愛荘町円城寺 大正 12 年 円城寺自治会 239 178 前期

4 渓谷に獅子　（現行幕） 愛荘町岩倉 昭和時代 岩倉自治会 238 142 後期

5 波、岩、竹に唐獅子　（旧幕） 愛荘町岩倉 明治末期 岩倉自治会 203 135.5 前期

6 竹林に双虎　（旧幕） 愛荘町岩倉 不明 岩倉自治会 209 153 後期

7 渓谷に牡丹獅子　（現行幕） 愛荘町松尾寺南 大正 13 年 松尾寺南自治会 226 151 後期

8 松に鷹、岩、波、海鳥　（現行幕） 愛荘町松尾寺北 大正 13 年 松尾寺北自治会 240 156 前期

9 竹林に吠虎　（現行幕） 愛荘町常安寺 昭和 35 年 常安寺自治会 213 141 後期

10 松に子持鶴　（旧幕） 愛荘町常安寺 大正末期 常安寺自治会 188 132 前期

11 富士に舟、山水図　（現行幕） 愛荘町東出 大正 5 年 東出自治会 196 126.5 後期

12 竹林に双虎　（現行幕） 愛荘町西出 昭和 4 年 西出自治会 228 155 前期

13 山岳に双虎　（現行幕） 愛荘町斧磨 昭和 39 年 斧磨自治会 230 165 前期

14 竹林に双虎　（旧幕） 愛荘町斧磨 大正 4 年頃 斧磨自治会 228 152 後期

15 渦巻き雲に双龍　　（現行幕） 愛荘町竹原 昭和 30 年頃 竹原自治会 219 159 前期

16 松に孔雀　（旧幕） 愛荘町竹原 明治末期 竹原自治会 203 158.5 後期

17 大宮祭禮定法之事 - 嘉永 2 年 東出自治会 - - 通期

18 堅井之大宮祭礼覚 - 享保 21 年 軽野神社 - - 通期

19 龍に雲　（現行幕） 磐田市坂上町 令和元年 坂上町心誠社 31.8 757.5 通期

20 桐に鳳凰　（現行幕） 磐田市坂上町 令和元年 坂上町心誠社 84.5 707 通期

21 鶴に霞・岩・波　（現行幕） 磐田市坂上町 令和元年 坂上町心誠社 200.3 110.8 通期

22 桐に鳳凰　（旧幕） 磐田市坂上町 昭和 13 年 坂上町心誠社 84 700 通期

23 注連縄に御幣　（現行幕） 津島市麩屋町 不明 津島山車保存会 - - 通期

24 注連縄に御幣　（旧幕） 津島市麩屋町 安政２年 津島山車保存会 - - 通期

25 天幕下絵 - 現代 青木刺繍 - - 通期

26 刺繍道具 - 現代 青木刺繍 - - 通期

27 金糸 - 現代 青木刺繍 - - 通期

28 刺繍糸 - 現代 青木刺繍 - - 通期

29 刺繍糸（縒り） - 現代 青木刺繍 - - 通期

30 御光台 - 現代 青木刺繍 - - 通期

31 糸縒機 - 現代 青木刺繍 - - 通期

32 刺繍台 - 現代 青木刺繍 - - 通期

33 セントルイス万国博覧会賞状 - 明治 37 年 青木刺繍 - - 通期

34 セントルイス万国博覧会金メダル - 明治 37 年 青木刺繍 - - 通期

35 イギリス万国博覧会賞状 - 明治 43 年 青木刺繍 - - 通期

36 イギリス万国博覧会金メダル - 明治 43 年 青木刺繍 - - 通期

※前期：10 月 23 日（土）～ 11 月 21 日（日）　後期：11 月 22 日（月）～ 12 月 12 日（日）
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五　列品一覧



話
者
・
協
力
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

軽
野
神
社
（
堅
井
之
大
宮
）
神
主　

中
村
泰
昌

深
草
自
治
会
・
宮
世
話
会

円
城
寺
自
治
会
・
宮
世
話
会

岩
倉
自
治
会
・
宮
世
話
会

松
尾
寺
自
治
会
・
松
尾
寺
誠
徳
会

常
安
寺
自
治
会
・
常
安
寺
敬
神
会

東
出
自
治
会
・
東
出
若
衆

西
出
自
治
会
・
西
出
若
衆

斧
磨
自
治
会
・
宮
世
話
会

竹
原
自
治
会
・
宮
世
話
会

西
澤
清

津
島
市
麩
屋
町
山
車
保
存
会

津
島
市
役
所

津
島
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

坂
上
町
屋
台
保
存
委
員
会

坂
上
町
心
誠
社

坂
上
町
自
治
会

府
八
幡
宮

有
限
会
社
青
木
刺
繍

写
真
提
供
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

小
栗
眞

松
原
裕
志

林
誠
三
郎

田
中
忠
夫

上
田
喜
江

【
参
考
文
献
】

秦
荘
町
歴
史
文
化
資
料
館
編
・
刊
『
堅
井
之
大
宮
見
送
幕
展
』
一
九
九
五
年

府
八
幡
宮
著
・
刊
『
府
八
幡
宮
も
の
が
た
り
』
二
〇
〇
七
年

愛
荘
町
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
編
・
刊
『
愛
荘
町
民
俗
調
査
報
告
書　

第
二
輯　

郷
と
ム
ラ
の

春
祭
り
』
二
〇
〇
八
年

秦
荘
町
史
編
集
委
員
会
編
・
刊
『
秦
荘
の
歴
史　

第
４
巻　

資
料
』
二
〇
〇
九
年

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館
編
・
刊
『
平
成
二
十
四
年
度
夏
期
特
別
展　

美
の
造
形
‐
描
か
れ
た

刺
繍
‐
』
二
〇
一
二
年

黒
田
剛
司
・
横
井
誠
著
『
津
島
の
山
車
祭　

歴
史
と
祭
礼
文
化
』
二
〇
一
三
年

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館
編
・
刊
『
平
成
二
十
九
年
度
夏
期
特
別
展　

湖
東
の
刺
繍
‐
明
治
に

華
開
い
た
刺
繍
絵
画
‐
』
二
〇
一
七
年

津
島
山
車
保
存
会
・
津
島
石
採
祭
車
保
存
会
編
・
刊
『
津
島
秋
ま
つ
り　

山
車
祭
と
石
採
祭
』

二
〇
一
九
年

坂
上
町
屋
台
保
存
委
員
会
編
・
刊
『
坂
上
町
心
誠
社
山
車
改
修
記
念
誌
』
二
〇
二
一
年

松
原
史
著
『
刺
繍
の
近
代　

輸
出
刺
繍
の
日
欧
交
流
史
』
思
文
閣
出
版　

二
〇
二
一
年
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令
和
三
年
度
秋
季
特
別
展

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
） 

一
〇
月

Ⓒ
２
０
２
１ 

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館

シ
リ
ー
ズ
名
／
愛
荘
町
歴
史
文
化
資
料
集　

第
三
四
集

編
集
・
発
行
／
愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館

〠
五
二
九
─
一
二
〇
二

滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
松
尾
寺
八
七
八

 
 

〇
七
四
九
（
三
七
）
四
五
〇
〇

印
　
　
　
刷
／
近
江
印
刷
株
式
会
社





愛荘町立歴史文化博物館
Aisho-cho Historical Museum

愛荘町歴史文化資料集　第34集

令和３年度秋季特別展

祭りの刺繍
－見送幕と職人の手仕事－


